
ワークショップでの検討 

      ワークショップ レポート     No.１（平成28年8月） 

広報 『みんなで考えよう・みんなでつくろう！（仮称）自治基本条例』   みんなで考   う発行：逗子市 経営企画部 企画課 

 第１回ワークショップ スタート！  総勢90人のワールドカフェを実施 

 平成28年7月30日（土）午前10時から市役
所５階会議室で、（仮称）自治基本条例検討
ワークショップの第１回目を開催しました。 
 参加者は、無作為抽出により市からの案内を受
け応募いただいた方、公募の参加者、住民自治
協議会のメンバーの75人。さらに、市職員のうち、 

市民との協働を推進する市民協働推進員19人が
加わり、総勢90人以上となりました。 
 市長のメッセージの後、５～６人のグループ に
分かれて、「逗子市でこういうふうに暮らしたい」とい
うテーマで意見交換をワールドカフェ方式で行いまし
た。 

※ワールドカフェとは、カフェにいるようなリラックスした雰囲気の中、テーマについて自由に話し合いながら、出てきた内容をマジックぺ
ンで模造紙にメモをし、メンバー交代をしながら、他の参加者とも意見交換していく話し合いの方法です。 

 ２年間にわたって、じっくり、しっかり検討していきます！ 

平成29年度の 

検討へ続く！ 

平成28年11月～平成29年２月 

（個別テーマについての意見交換） 

平成28年７～10月 

（全般にわたる意見交換） 

 ワークショップは、今年度から平成29年度までの
２年間実施する予定です。このワークショップと並
行して、ワークショップで出た意見等を「条文」という
形にまとめていく検討会を開催し、相互を連携させ
ながら検討を進めていきます。 

 今年度について、前半（10月まで）は、みなさ
んのまちづくりへの思いなどを汲むことができるような
意見交換を行います。11月からは、まちづくりを進
める具体的な仕組みや考え方などを想定した意見
交換を予定しています。 

（仮称）自治基本条例検討会での検討 

平井市長 

（仮称）逗子市自治基本条例の検討を行うワークショップの状況をお伝えします。 

このワークショップは、このまちで暮らすためにみんなが大切にしたいことは何

かということを様々な立場の人が持ち寄って決めていくことだと思っています。 

みんなが共有できる思いを、どうやればより実現しやすくなるのか。それを実現

するためにはどういうルール、しくみがあればよいのか、それを導き出したい。皆さ

んと力を合わせて、このまちが本当に持続可能に発展していけるまちになる、そ

んなことが皆さんに実感できるようなものを２年後につくりたいと思っています。   
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 第１回ワークショップについてご紹介します！ 

 各グループで出た意見の中で、「大事にしたい」と
考えるものを最大３つまで選びました。 
 その後、「そのために必要なもの、こと」「そのため
にできること、しなければならないこと」について意
見交換しました。 
 「逗子市でこんなふうに暮らしたい」のキーワードと
して多いもの上位３つは右のとおりです。 
   ※詳細は整理でき次第、市HP等で公開します。 

「もっと知りたい」にお答えします！ 
 

 

 企画課職員が、自治基本条例に関心をお持ちの
皆さんのところへ伺って説明を行います。概ね10人以
上のグループでお申し込みください。 

■「逗子市でこんなふうに暮らしたい」について意見交換しました 

■ワークショップの参加者からいろいろご意見いただきました！ 

＊ワークショップで出されたご意見、アンケート等をもとにまとめました。 

お出かけ円卓フォーラムのお知らせ 

 

  1位 豊かな自然環境に囲まれた暮らし 
  2位 コミュニティなど人の交流が盛んな暮らし 
  3位  安全で安心な暮らし 
 

 第１回ワークショップには20歳代から80歳代ま
での75人の方がご参加いただきました。お住まいの
地域別の参加数は、下のグラフのとおりでした。 
 アンケートでは、今回のワークショップの感想とし
て、「参加してよかった」と回答した方が約96％で
した。 

逗子ブランド、シームレス、 
元気な街 
適当な不便さ 

逗子 

30歳代 

共感できる意見が多くあっ
た。自分一人だけではなく他
の「市民」の人も感じていると
思えたことが良かった。 
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第１回参加者のお住まいの地域

＜ワークショップの感想＞ 

久木 

60歳代 

この活動を多くの市民に広め
ていただきたい。参加者として
本気で考え続けていきたい。 

＜ワークショップに期待すること＞ 

＜ワークショップの中で良いと思ったキーワード等＞  

 そのほか、「逗子らしい健康と医療」「安全に動き
回れるまち」「子育てのしやすい街づくり」などがあげ
られていました。 

 皆さんの思いを伝えていただくためにも、ぜひ引
き続きご参加ください！ 


